
 

 

 

 

 

マラソン大会 1２月４日（水） 
 快晴に恵まれて、校内マラソン大会を開催しま

した。やる気と緊張からでしょうか、子供たちは

いつもより早く登校を終えました。大会では、参

加したすべての子供が全力を出し切りました。そ

して、応援も力いっぱいでした。満足感や悔し

さ、全力を尽くしたからこそ得られた思いをこれ

からの成長につなげてほしいと願っています。 

ＰＴＡの役員・委員の皆様には、子供たちが大

喜びのお汁粉のために、準備から片付けまで御尽

力いただきまいた。また、コース監視や早朝から

の挨拶運動でも活躍していただきました。心より

感謝申し上げます。 

 申請し許可をとっているとはいえ、学校周辺の

道路を使っての競技ということで、御迷惑をおか

けした皆様にお詫びするとともに、様々な方に御

理解と御協力を賜ったことにお礼申し上げます。 

 

2年生・生活科 11月28日（木） 

「町探検・友達と協力して、 

ステキをたくさん発見しよう」 
 ２年生が生活科の学習で「町探検・友達と協力し

て、ステキをたくさん発見しよう」を実施しまし

た。事前に探検したいところを基にグループに分か

れて、質問を考えるなどして探検に臨みました。 

訪問先では、見学での学びや感想を添えてお

礼が言えたそうです。見学や質問を通して、子

供たちはたくさんの「町のステキ」を見つけ、

友達と協力して物事を計画的に進める力や地域

の方と関わる力を大きく伸ばすことができたよ

うです。１月30日（木）に予定される「ちゅう

ぶだいすきデー」での発表が楽しみです。 

訪問や質問を快く引き受けてくださった町の皆

様、引率で御協力くださった保護者の皆様に心よ

り感謝いたします。 
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１年 初マラソン大会 元気いっぱい 

６年 最後のマラソン大会 全力を尽くす 

競技後の心身を PTA の皆さんの温かさとお汁粉が満たす 



１年生・生活科「リース作り」 

1２月３日(火) 
 １年生が、生活科でリース作りに取り組んでい

ます。アサガオのツルなどで基礎を作り、ドング

リの実や黄色に染まったイチョウの葉を貼ったり

結んだりして飾りつけています。家からモールな

ども持ってきて、みんな楽しそうにリース作りに

熱中していました。 

 

４年生・総合的な学習の時間 
「菜種油を使った調理」11月２９日(金) 

 ４年生が、６月２６日（水）に絞った菜種油を使っ

て調理したジャガイモとサツマイモを味わいました。

ＪＡ女性部の皆様に多数御来校いただき、菜種油とサ

ラダ油の両方で調理していただき、食べ比べました。 

「種が黒色なのに、絞った油は緑で、揚げるときは黄  

色で不思議」「菜種油は泡が細かい」「菜種油は甘  

い匂いがした」「菜種油で揚げた方が、歯ごたえが 

よくって、甘かった」等、五感で違いを味わった子供たち。菜の花や菜種油への愛着を深

めたようです。ＪＡ女性部ならびにＪＡの皆様に感謝します。 

 

３･４･５組･子どもと親の集い交流会 

  11月２９日（金） 
 六ツ美北中学校で「六ツ美・六ツ美北ブロック 子

どもと親の集い交流会」が開かれました。 

開会式では、本校の子供たちが他校に先駆けて自分

と学校の紹介と担当するコーナーの説明と参加呼びか

けをしました。本校の子供たちが明るくはきはきと、

そして精一杯に話したので、会場全体が温かな雰囲気

に包まれました。他校の紹介場面では、体育祭の演目

で用いた「パプリカ」を演奏する学校があり、演技を

思い出した本校の１，２年生が歌い踊る姿も、会場を

盛り上げました。本校の３･４･５組の子供たちを誇ら

しく思いました。 

 各校のコーナーでは、本校は「むちゅうになって 

さかなつり」を実施しました。ゲームの進行だけでな

く、来場者の受付やルールの説明を分担して行い、た

くさんの子供たちを楽しませることができました。 

 

ふるさと賞表彰式六ツ美を読む会 

（短歌と俳句）1２月１日（日） 
 一筆啓上・作左の会が主催する「ふるさと賞表

彰式」が、六ツ美西部学区こどもの家で開催され

ました。本校では、７月17日に岡崎市民俳句の会

を講師に御招きして５年生俳句の会を開くなどし

て俳句や短歌を学んでいます。そして、５，６年

生の子供たちが応募した作品が今回多数入選し、

７名が出席して表彰していただきました。 

 入選した子供たちだけでなく、作品作りに取り組んだ子供たちの文化と六ツ美を愛する心

が豊かに育まれ続ける機会を設けてくださる作左の会の皆様に心より感謝いたします。 


